
数学チャレンジテスト（２） 問題用紙 

（解答時間の目安…４５分） 

○ 答えは、すべて解答用紙に書きなさい。 

１ 次の⑴から⑸までの各問いに答えなさい 。 

⑴ 
２

７
 ÷０.３を計算しなさい 。  

 

⑵ ６×（５－９）を計算しなさい。 

 

⑶ ３×（－５2）を計算しなさい。 

 

⑷ 下のアからオまでの中から自然数をすべて選びなさい。 

 ア －８ 

 イ ０ 

 ウ １ 

 エ ２ 

 オ ４.５ 

 

 ⑸ 下の図は、東京が１２時のときのデリーとウェリントンの時刻を示しています。正の数

と負の数を用いると、東京の時刻を基準にして、東京から日付変更線までの東にある都市

との時差は正の数で、西にある都市との時差は負の数で表すことができます。例えば、

ウェリントンは東京からみて東にあるので、東京とウェリントンの時差は正の数を用いて

＋３時間と表すことができます。 

東京の時刻を基準にして、東京とデリーの時差を表しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 

１２時 

ウェリントン 

１５時 

デリー 

８時 

日付変更線 



２ 次の⑴から⑶までの各問いに答えなさい 。 

 ⑴ 「プールの水の深さは１３０cm 以下である」という数量の関係を、プールの水の深さを

x cmとして不等式で表しなさい。 

 

 ⑵ 赤いテープと白いテープの長さについて、次のことがわかっています。 

赤いテープの長さは a cm です。 

赤いテープの長さは、白いテープの長さの
２

５
 倍です。 

白いテープの長さは何 cm ですか。a を用いた式で表しなさい。 

 

⑶ a ｍの重さが b ｇの針金があります。この針金の１ｍの重さは何 g ですか。a 、b を用

いた式で表しなさい。 

 

 

３ 次の⑴から⑷までの各問いに答えなさい。 

⑴ 一次方程式 ５x ＝３x ＋４ を次のように解きました。 

５x  ＝３x ＋４ 

５x －３x ＝４ 

２x ＝４    ……① 

x ＝２    ……② 

上の①の式から②の式へ変形してよい理由として正しいものを、下のアからエまでの中

から１つ選びなさい。 

ア ①の式の両辺に２をたしても等式は成り立つから、②の式へ変形してよい。 

イ ①の式の両辺から２をひいても等式は成り立つから、②の式へ変形してよい。 

ウ ①の式の両辺に２をかけても等式は成り立つから、②の式へ変形してよい。 

エ ①の式の両辺を２でわっても等式は成り立つから、②の式へ変形してよい。 

 

⑵ 一次方程式 １.３x－４＝０.８x＋１ を解きなさい。 

 

 



⑶ 縦と横の長さの比が２：５の長方形の花だんをつくります。花だんの縦の長さが４ｍの

ときの横の長さを決めるために、横の長さを x ｍとして比例式をつくりなさい。ただし、

つくった比例式を解く必要はありません。 

 

⑷ ある博物館に、大人２人と中学生３人で入館すると、入館料の合計は１９００円でした。

また、大人３人と中学生４人で入館すると、入館料の合計は２７００円でした。 

大人の入館料と中学生の入館料を求めるために、大人の入館料を x 円、中学生の入館料

を y 円として連立方程式をつくりなさい。 

ただし、つくった連立方程式を解く必要はありません。 

 

 

４ 次の⑴から⑶までの各問いに答えなさい。 

⑴ ∠ＸＯＹの二等分線を、次の方法で作図しました。 

作図の方法 

① 点Ｏを中心として適当な半径 

の円をかき、辺ＯＸ、辺ＯＹと 

の交点をそれぞれＡ、Ｂとする。 

② ２点Ａ、Ｂをそれぞれ中心と 

して、等しい半径の円をかき、 

その交点をＰとする。 

③ 直線ＯＰをひく。 

 

この方法で∠ＸＯＹの二等分線が作図できるのは、上の図で点Ａ、Ｏ、Ｂ、Ｐの順に結

んでできる四角形ＡＯＢＰがある性質をもつ図形だからです。その図形が、下のアからエ

までの中にあります。正しいものを１つ選びなさい。 

ア 直線ＯＰを対称の軸とする線対称な図形 

イ 直線ＯＸを対称の軸とする線対称な図形 

ウ 点Ａと点Ｂを通る直線を対称の軸とする線対称な図形 

エ 点Ｏを対称の中心とする点対称な図形 

 

Ｏ 

Ａ Ｐ 

Ｘ 

Ｙ 

① 
② 

② 

③ 

Ｂ 



⑵ 下の方眼にある△ＡＢＣを、矢印の示す方向に５cmだけ平行移動した図形を、解答用紙

の方眼を利用してかきなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 次の図で、四角形②は、四角形①を点Ｏを中心として時計回りに７０°だけ回転移動し

たものです。 

四角形①の∠Ｐに対応する四角形②の角を、下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ∠Ａ 

イ ∠Ｂ 
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５ 次の⑴から⑸までの各問いに答えなさい。 

⑴ 下の図のような直方体には辺ＢＦに垂直な面がいくつかあります。そのうちの１つを選

んで書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 右の図の円柱は、ある平面図形を直線のまわりに１回転 

させてできる立体とみることができます。直線 ℓを軸とし 

て１回転させると、この円柱ができる図形が、下のアから 

エまでの中にあります。正しいものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 ア         イ         ウ         エ 
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⑶ 右の図は、ある立体の見取図です。この立体の 

投影図が、下のアからオまでの中にあります。正 

しいものを１つ選びなさい。 
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 ⑷ 図１は底面の円の半径が３cm、高さが４cm、母線の長さが５cmの円錐
すい

の見取図で、図２

はその展開図です。a の値を求めなさい。 

 

   図１              図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑸ 次の図のような正四角錐
すい

があります。この正四角錐の底面は、１辺の長さが６cmの正方

形です。この正四角錐の高さは４cm、側面の三角形の高さは５cmです。 

   このとき、この正四角錐の体積を求める式として正しいものを、下のアからエまでの中

から１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

ア ６×６×４×
１

２
  

イ ６×６×５×
１

２
  

ウ ６×６×４×
１

３
  

エ ６×６×５×
１

３
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６ 下の①、②、③の手順で、直線 ℓに平行な直線ｍをひきます。 

① 直線 ℓに合わせて、 

定規(あ)を置く。 

 

② 定規(あ)に合わせて、 

定規(い)を置く。 

 

  

③ 定規(い)を動かさずに、 

定規(あ)を定規(い)に 

沿って動かし、直線ｍをひく。 

 

 

上の①、②、③の手順では、直線 ℓに対する平行な直線ｍを、どのようなことがらを根拠

にしてひいていますか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 

ア ２直線に１つの直線が交わるとき、同位角が等しければ、２直線は平行である。 

イ ２直線に１つの直線が交わるとき、錯角が等しければ、２直線は平行である。 

ウ １つの直線に垂直な２直線は平行である。 

エ １つの直線に平行な２直線は平行である。 

 

 

７ 次の⑴、⑵の各問いに答えなさい。 

⑴ 下の図で、四角形ＡＢＣＤは平行四辺形で、対角線の交点をＯとします。 

       Ａ           Ｄ 

 

 

     Ｂ            Ｃ 

 

平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わります。 

下線部を、上の図の四角形ＡＢＣＤの頂点や交点Ｏを表す記号と、記号 ＝ を使って表

しなさい。 

Ｏ 

ℓ 

ℓ 

ℓ 

定規(あ) 

定規(あ) 

定規(あ) 

定規(い) 

定規(い) ｍ 



⑵ ＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形ＡＢＣがあ 

ります。辺ＢＣの中点をＭとして、直線ＡＭ 

をひきます。このとき、∠ＢＡＭ＝∠ＣＡＭ 

であることを次のように証明しました。 

 

証明 

△ＡＢＭとＡＣＭにおいて、 

仮定から、   ＡＢ＝ＡＣ …① 

ＢＭ＝ＣＭ …② 

共通な辺だから、ＡＭ＝ＡＭ …③ 

①、②、③より、              から、 

△ＡＢＭ≡△ＡＣＭ 

合同な図形の対応する角は等しいから、 

∠ＢＡＭ＝∠ＣＡＭ 

 

上の証明の              に当てはまる合同条件を、下のアからオまで

の中から１つ選びなさい。 

ア ３組の辺がそれぞれ等しい 

イ ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい 

ウ １組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい 

エ 直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい 

オ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ Ｍ Ｃ 

Ａ 



８ ある学級で、「対頂角は等しい」ことの証明 

について、次の①、②を比べて考えています。 

  ① 

下の図のように直線 ℓと直線ｍが交わっているとき、 

 

 

 

 

 

∠a ＝１８０°－∠c           ∠b ＝１８０°－∠c 

よって、∠a ＝∠b 

したがって、対頂角は等しい。 

 

  ② 

下の図のように直線ℓと直線ｍが交わっているとき、２つの角の大きさをそれぞれ測ると、 

 

 

 

 

 

∠a ＝６０°             ∠b ＝６０° 

よって、∠a ＝∠b 

したがって、対頂角は等しい。 

 

２つの直線がどのように交わっても「対頂角は等しい」ことの証明について、正しく述べ

たものが下のアからオまでの中にあります。それを１つ選びなさい。 

ア ①も②も証明できている。 

イ ①は証明できており、②は２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて同じように確か

めれば証明したことになる。 

ウ ①は証明できているが、②は２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて同じように確

かめても証明したことにはならない。 

エ ２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて同じように確かめれば、①も②も証明した

ことになる。 

オ ２つの直線の交わる角度をいろいろに変えて同じように確かめれば、①は証明したこと

になるが、②は証明したことにはならない。  
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９ 下の表は、ある運送会社の荷物の宅配サービスの料金表です。 

 

 

 

このサービスで扱える荷物の重量は１kg までです。 

このとき、１kgまでの荷物の重量と料金について、｢重量を決めると、それにともなって料

金がただ１つ決まる｣という関係があります。 

下線部を、次のように表すとき、  ①  と  ②  に当てはまる言葉を書きなさい。 

 

  ①  は  ②  の関数である。 

 

 

10 次の⑴から⑷までの各問いに答えなさい。 

⑴ y が x に比例し、x＝２のとき y＝６です。y を x の式で表しなさい。 

 

⑵ 点Ａは比例 y＝３x のグラフ上にあります。次の  に当てはまる数を求めなさい。 

              Ａ（ ４，   ） 

 

⑶ y が x に反比例するときの x と y の関係について、下のアからオまでの中から正しいも

のを１つ選びなさい。 

ア x の値を２倍、３倍、……にすると、それに対応する y の値は２倍、３倍、……となる。 

イ x の値を２倍、３倍、……にすると、それに対応する y の値は
１

２
 倍、

１

３
 倍、……と

なる。 

ウ x の値を２倍、３倍、……にすると、それに対応する y の値は４倍、９倍、……とな

る。 

エ x の値を２倍、３倍、……にすると、それに対応する y の値は－２倍、－３倍、……

となる。 

オ x の値を２倍、３倍、……にすると、それに対応する y の値は－
１

２
 倍、－

１

３
 倍、……

となる。 

重 量 １００ｇまで ２５０ｇまで ５００ｇまで １kgまで 

料 金 １６０円 ２００円 ３００円 ３６０円 



⑷ 次の図の曲線は、反比例のグラフを表しています。このグラフについて、x と y の関係

を示した表が、下のアからエまでの中にあります。正しいものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 ア 

x …  －３  －２  －１ ０   １   ２   ３   … 

y …   ４    ６   １２        １２    ６   ４   … 

 イ 

x …  －３  －２  －１ ０   １   ２   ３   … 

y …  －３  －６  －１２      １２    ６   ３   … 

 ウ 

x …  －３  －２  －１ ０   １   ２   ３   … 

y …  －４  －８  －１２        １２    ８   ４   … 

 エ 

x …  －３  －２  －１ ０   １   ２   ３   … 

y …  －４  －６  －１２      １２    ６   ４   … 

 

 

 

 

 

 



11 次の⑴から⑶までの各問いに答えなさい。 

⑴ 下のアからオまでの中に、y が x の一次関数であるものがあります。正しいものを１つ

選びなさい。 

ア 面積が１００cm2の長方形で、縦の長さが x cm のときの横の長さ y cm 

イ １２００ｍの道のりを x ｍ歩いたときの残りの道のり y ｍ 

ウ 身長 x cmの人の体重 y kg 

エ ８ｍのリボンを x 人で同じ長さに分けるときの１人分の長さ y ｍ 

オ ある地点での午前 x 時の気温 y ℃ 

 

 

⑵ 下のアからエまでの表は、y が x の一次関数である関係を表しています。この中から、

変化の割合が２であるものを１つ選びなさい。 

 ア 

x …  －３  －２  －１   ０   １   ２   ３  … 

y …  －１   ０   １    ２   ３   ４   ５  … 

 イ 

x …  －３  －２  －１   ０   １   ２   ３  … 

y …   ７    ５   ３    １   －１  －３  －５  … 

 ウ 

x …  －３  －２  －１   ０   １   ２   ３  … 

y …  －５  －３  －１    １   ３   ５   ７  … 

 エ 

x …  －３  －２  －１   ０   １   ２   ３  … 

y …  －７  －４  －１    ２   ５   ８   １１  … 

 

 



 ⑶ 下の表は、ある一次関数について、x の値と y の値の関係を示したものです。このとき、

y を x の式で表しなさい。 

 

 

 

 

 

12 次の⑴から⑷までの各問いに答えなさい。 

⑴ ある中学校の２年生に対して、通学時間を調査しました。下の度数分布表は、その結果

をまとめたものです。例えば、通学時間が１０分以上２０分未満の階級の度数は１０なの

で、相対度数は０.２です。 

       ２年生の通学時間 

階級（分） 度数（人） 

０～１０ ３ 

１０～２０ １０ 

２０～３０ １４ 

３０～４０ １５ 

４０～５０ ７ 

５０～６０ １ 

合計 ５０ 

 

   ３０分以上４０分未満の階級の相対度数を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

x …  －２  －１   ０   １   ２  … 

y …  －１３  －７  －１    ５   １１  … 

以上   未満 



⑵ 下の図は、ある市の平成２８年６月１日から３０日までについて、日ごとの最高気温の

記録をヒストグラムに表したものです。このヒストグラムから、例えば、最高気温が２２℃

以上２４℃未満の日が２日あったことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高気温の記録の中央値が含まれる階級を、下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

ア ２４m 以上２６m 未満 

イ ２６m 以上２８m 未満 

ウ ２８m 以上３０m 未満 

エ ３０m 以上３２m 未満 

 

 

⑶ 下の図のように、３から５までの数字を１つずつ書いた３枚のカードがあります。この

３枚のカードをよくきって、同時に２枚ひくとき、２枚とも奇数の数字が書かれたカード

である確率を求めなさい。ただし、どのカードをひくことも、同様に確からしいものとし

ます。 

 

 

 

 

⑷ ３の目が出る確率が
１

６
 であるさいころがあります。このさいころを投げるとき、どのよ

うなことがいえますか。下のアからオまでの中から正しいものを１つ選びなさい。 

ア ５回投げて、３の目が１回も出なかったとすれば、次に投げると必ず３の目が出る。 

イ ６回投げるとき、そのうち１回は必ず３の目が出る。 

ウ ６回投げるとき、１から６までの目が必ず１回ずつ出る。 

エ ３０回投げるとき、そのうち３の目は必ず５回出る。 

オ ３０００回投げるとき、３の目はおよそ５００回出る。 

３ ４ ５ 

最高気温の分布 
１０ 

 

５ 

 

０ 
22  24  26  28  30  32  34  （℃） 

（日） 

 


